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この研究は後ろ向き study であり、対象患者様は 2013 年６月から 2014 年 2 月までの 55 人で、
男性 38 人、女性 17 人。年齢中央値 73 歳。5 人の患者は 2 つの腫瘍を持っており、腫瘍数は 60
個で、4 つの腫瘍はマーカー留置を 2 カ所必要としたため、合計の留意コイルは 64 個となった。
マーカーの留置個数、部位は放射線治療医、血管内治療医との協議によって決められた。腫瘍は
肝細胞癌が 46 で、転移が 14 で、腫瘍のサイズの中央値は 24.5mm（8-165mm）であった。留置




治療直前の CT と比較し評価された。また放射線治療中は適宜 X 線単純撮影が行われ、留置直後





コイルの移動なく完遂できたのは 54 人で臨床的成功は 98%であった。コイル留置術と治療開始
までの平均日数は 18 日（14-32 日）であった。重大な合併症は認められず、軽度の合併症が１例
(1.6%)認められた。カテーテルの捜査中に予定の留置部位でない小血管に挿入してしまい、微小
な出血が発生した。経過観察後造影にて止血された事を確認し、留置術を続けた例が１例認めら
れた。GPT,GOP, ビリルビン値、プロトロンビン活性、child pugh score に有意な変化は認めら




















       
 
 
（注）和文で２，０００字以内でまとめる       
 
 







患者 55 名がこの手技を受けた。５名の患者は 2 つ腫瘍があったため、腫瘍数は 60 個、留置されたマ
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